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・ 以上４つの構成で第1四半期の概況を説明いたします。
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・ 当期の第1四半期の業績は、
売上高：昨年対比103.4%、営業利益：昨年対比70.5%の増収減益となりました。

・ 前期から取り組んでいる持続的成長のための戦略投資と構造改革を、当期は第1四半
期に
先行的に実施していることが、減益の主たる要因です。

・成長投資と構造改革の内容については、次ページ以降で説明します。

・よって、概ね計画通りの推移であり、通期の売上・営業利益目標は達成する見込みです。
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・ 当社の3事業ごとの第1四半期のサマリを記載しています。

・M&Sは、主力の工場ワークスを主体として、堅調に増収を達成しました。
また、工場ワークスへの送客メディアとして第1四半期にリニューアルした工場タイムズの送客機能
が、
第2四半期以降に顕在化してくること、ならびに準大手クラスの製造派遣事業会社（求人企業）
への営業強化によって、第2四半期以降は、さらに増収していくことを見込んでいます。
新メディアの立ち上げにも取り組み、ドライバー職種に特化した求人サイト・ドライバータイムズを
リリースしました。
また、メディア機能の強化のためのエンジニアの増員も1Qから積極的に実施しています。

・人材紹介事業については、前期に採用・増員したコンサルタントが、本格的に
売上貢献してきたことから、第1四半期は大幅な増収・増益を達成しました。
第2四半期以降は、コンサルタントの生産性向上を推進し、下期からは、前期比1.5倍の
成約数の達成を計画しています。

・採用支援事業は、前期から取り組んでいる構造改革を、第1四半期には、さらに
推進しました。
具体的には、労働集約型の従来型採用アウトソーシング事業から、HR-technology
サービス事業への転換を進めるために、従来型アウトソーシング事業の売上を
戦略的に絞り込んだ結果、第1四半期は減収となっています。
また、従来型採用アウトソーシング事業を行うための固定費型の外部リソース（外部の
サプライヤー・契約社員等）のコスト・リストラも第1四半期に実施しました。
一方で、下期に売上計上予定の2020新卒採用支援事業の営業活動を
HR-technologyサービス事業に集中した結果、通期ベースの受注は、
順調に積み上げています。
よって、通期では、営業利益目標の達成を予定しています。
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・ セグメント別の概況を説明いたします。
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・ 第1四半期は、M&S事業と人材紹介事業は増収、採用支援事業は減収となりました。

・個々の事業の増収要因と減収要因は、チャートに記載の通りです。
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・ 第1四半期は、人材紹介事業は増益、M&S事業と採用支援事業は減益となりました。

・人材紹介事業の増益要因は、チャートに記載の通りです。

・M&S事業の減益は、工場ワークスのメディア価値を高めるための投資や新メディアのリ
リース等の、
攻めの成長投資を、第1四半期に先行的に行っていることが要因です。

・採用支援事業の減益は、従来型アウトソーシング事業の縮小のためのリストラ費用、具
体的には
従来型アウトソーシング事業を協働で行うサプライヤーの固定費契約等の解除費用（外
注費の
削減）などを第1四半期に計上していることが、主たる要因です。
リストラ費用は第１四半期に一括計上していることから、第2四半期以降は、筋肉質なコス
ト構造に
なることによって、通期の営業利益目標は達成する計画です。
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・ 第2四半期の立ち上がりの状況を説明いたします。
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・ 第2四半期の立ち上がりの7月度の状況を、各事業ごとに記載しています。

・足元の状況としては、3事業ともに、記載の通り、概ね計画通りの進捗をしています。
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・ 今期から取り組んでいる成長戦略のポイントを説明します。
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・今期から取り組んでいる成長戦略のポイントは、3つの事業の成長戦略を個々に遂行すると
ともに、
事業横断型の新事業を創り出す取り組みです。

・具体的には、チャートに記載のように、３つの事業を連携させることによって、新事業の立ち
上げを行っていきます。

・たとえば、求人メディアで集客した求職者を求人企業に送客するだけでなく、人材紹介に結
び付けていく
準備をしています。

・また、採用支援事業で推進しているHR-technologyサービスを、メディア事業や人材紹介事
業の
顧客企業にも提供していきます。

・あるいは、工場ワークスへの送客メディアである工場タイムズのユーザー数の増加に合わ
せて、
メディア広告事業にも取り組んでいく計画です。
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・事業横断型の新事業の創出と同時に、主力の求人メディア事業の横展開も実行していきま
す。

・主力の求人メディアである工場ワークスは、工場（製造業）で働くワーカー職種専用の求人
メディア
ですが、工場（製造業）以外で働くワーカー職種専用メディアを、今後、順次立ち上げていきま
す。

・その第一弾が、本年6月にリリースしたドライバータイムズですが、これは物流業で働くドライ
バーなどの
職種専用メディアとなります。

・そのほかにも、ロースキル対応のITエンジニア（スタートアップエンジニア）職種専用のメディ
ア立ち上げ
の検討も行っています。

・これらの取り組みは、まずユーザー数を獲得・拡大し、その後に課金型のメディアとして運用
していくので、
今期の収益計画には入れておりませんが、中長期的に持続的な成長を実現するための先行
投資と
なります。
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・チャートには、第1四半期にリニューアルした工場タイムズと、ドライバータイムズの
スマホ表示ページの事例を記載しています。
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・参考資料として、主力の工場ワークスの単価・取引者数の推移データを
添付します。

・第1四半期は、取引社数で目安となる1,000社を超えています。また、単価は、
直近の前期・第4四半期の単価とほぼ同水準となっています。

・いずれも、概ね、計画通りの推移です。
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